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東京北社会保険病院東京北社会保険病院 総合診療科総合診療科

南郷南郷 栄秀栄秀

EBM教育の革新を目指す国際シンポジウム

草の根EBM普及活動の現状と課題
～EBM-Tokyo，pES clubの経験から～
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自己紹介自己紹介

19731973年年 東京生まれ東京生まれ

19981998年年 医学部卒業医学部卒業

19991999年年 EBMEBMに出会うに出会う

20012001年年 EBMEBMジャーナルクラブを始めるジャーナルクラブを始める

20022002年年 専門科から総合診療の道へ転向専門科から総合診療の道へ転向

自ら学びながら自ら学びながらEBMEBM教育を始める教育を始める

専門領域：総合診療，専門領域：総合診療，EBMEBM，医学教育，医学教育
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EBMEBM：：EEvidencevidence--Based MedicineBased Medicine

患者からの情報

Step 1

外部の情報

Step 2，3

臨床判断 Step 4

統合

評価 Step 5
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EBMEBMを実践するメリットを実践するメリット

真のアウトカム：
質の高い医療を提供できるようになる

代用のアウトカム：
論文が批判的に読めるようになる
情報検索の技術が上達する
患者や他の医療者とより濃密なコミュ

ニケーションが取れるようになる
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EBMEBM実践の成長過程実践の成長過程

従来型・経験による診療

認知と驚きのフェーズ

エビデンス盲信のフェーズ

理想型EBM実践のフェーズ

何らかのきっかけで何らかのきっかけで
EBMEBMを知るを知る

EBMEBM＝エビデンス＝エビデンス

との勘違いとの勘違い

エビデンスと患者とエビデンスと患者と
環境の間で悩む環境の間で悩む
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EBMEBM教育の位置づけ教育の位置づけ

従来型・経験による診療

認知と驚きのフェーズ

エビデンス盲信のフェーズ

理想型EBM実践のフェーズ

未開拓な部分未開拓な部分

多くの大学多くの大学((院院))教育，教育，
EBMEBM WSWS，セミナー，セミナー
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卒前卒前EBMEBM教育における現状教育における現状

卒前教育においては，臨床疫学が公衆衛生卒前教育においては，臨床疫学が公衆衛生

や内科の講義の一部分として触れられていや内科の講義の一部分として触れられてい

るのみであり，るのみであり，EBMEBMが臨床判断のツールとが臨床判断のツールと

して教えられていないして教えられていない

OROR，，RRRR，，NNTNNT，感度・特異度，尤度比，，感度・特異度，尤度比，pp
値，値，95%95%信頼区間信頼区間などのなどのEBMEBMの専門用語の専門用語が，が，

臨床上どのような意味を持つか教えられて臨床上どのような意味を持つか教えられて

いないいない
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社会人向け社会人向けEBMEBM学習の現状学習の現状

製薬会社や学会が主催する製薬会社や学会が主催する多くの多くのEBMEBMと銘と銘

打った講演会では，研究結果を歪めて紹介打った講演会では，研究結果を歪めて紹介

されてされており，エビデンスが誤解されるおり，エビデンスが誤解される

医療従事者を対象として医療従事者を対象としてEBMEBMの概念を紹介の概念を紹介

し，生涯学習の方法を共有するようなし，生涯学習の方法を共有するようなEBMEBM
ワークショップは数少ないワークショップは数少ない

継続して学習する継続して学習する仲間がいない仲間がいない
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EBMEBMを普及させる意義を普及させる意義

目の前の医療情報が正しくないかも知れな目の前の医療情報が正しくないかも知れな

いと気付き，いと気付き，自らその真偽を評価自らその真偽を評価する必要する必要

があると認識できるがあると認識できる

多業種による多業種によるチーム医療の必要性を認識でチーム医療の必要性を認識で

きるきる

医療従事者が，忙しい臨床での医療従事者が，忙しい臨床での生涯学習の生涯学習の

仕方を習得仕方を習得できるできる

pES clubとEBM-Tokyo
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pESpES clubclub
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pESpES clubclub
post EBM Seminar clubpost EBM Seminar clubの略の略

20022002年から始まっ年から始まった，た，学生を対象とした学生を対象とした

EBMEBMを学ぶ勉強会を学ぶ勉強会

毎月毎月11回の例会と年回の例会と年11回の合宿，回の合宿，1515ヶ月間ヶ月間

SGDSGD（（Small Group DiscussionSmall Group Discussion）形式）形式

医，歯，薬，看護の学生が一緒に学習医，歯，薬，看護の学生が一緒に学習

臨床現場で臨床現場でEBMEBMを実践する多彩な講師陣を実践する多彩な講師陣
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pESpES clubclub年間計画年間計画

11年で年でEBMEBMのの55つのステップが一通り実践つのステップが一通り実践

できるようになるための基本的な知識とできるようになるための基本的な知識と
技術を養う技術を養う

412 1 2 4 5 76 10 11 31 211

第6期
第7期

seminar seminar
2007年 2008年

8 1293

第5期

2006年
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前期（前期（11～～55月）月）

step3step3を中心に論文の読み方，批判的吟味を中心に論文の読み方，批判的吟味

の仕方，統計の仕方，統計学学的知識の習得を目指す的知識の習得を目指す

いろいろな研究デザインの論文を扱ういろいろな研究デザインの論文を扱う

治療・予防（治療・予防（RCTRCT，，SRSR））

診断（横断研究）診断（横断研究）

予後・病因（コホート研究）予後・病因（コホート研究）

害（症例対照研究）害（症例対照研究）
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中期（中期（66～～1212月）月）

stepstep毎に集中して毎に集中してトレーニングトレーニング

Step1Step1大会：疑問の種類，大会：疑問の種類，PECOPECO

Step2Step2大会：大会：PubMedPubMedと二次資料の使い方と二次資料の使い方

Step3Step3大会：批判的吟味大会：批判的吟味

Step4Step4大会：コミュニケーション，接遇大会：コミュニケーション，接遇

合宿：合宿：TrainingTraining the Tutors Days (TTD)the Tutors Days (TTD)

忘年会：忘年会：EBMEBM実践大会実践大会



2007/10/272007/10/27 1616Eishu NANAGO MD, TokyoEishu NANAGO MD, Tokyo--kitakita Social Insurance HospitalSocial Insurance Hospital



2007/10/272007/10/27 1717Eishu NANAGO MD, TokyoEishu NANAGO MD, Tokyo--kitakita Social Insurance HospitalSocial Insurance Hospital

後期（後期（11～～33月）月）

次クールの前期を兼ねる次クールの前期を兼ねる

新しい学生を迎えて，チューターやレク新しい学生を迎えて，チューターやレク

チャラーを担当しながら自らが学ぶチャラーを担当しながら自らが学ぶ

批判的吟味能力批判的吟味能力

グループワークのマネージメント能力グループワークのマネージメント能力

プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力

11年経って，自らの成長を実感できる年経って，自らの成長を実感できる



2007/10/272007/10/27 1818Eishu NANAGO MD, TokyoEishu NANAGO MD, Tokyo--kitakita Social Insurance HospitalSocial Insurance Hospital

EBMEBM教育から人間教育へ教育から人間教育へ

正しい日本語が使いこなせない学生が多い正しい日本語が使いこなせない学生が多い

社会人として成熟しておらず，このまま医社会人として成熟しておらず，このまま医

療従事者になるのは不安療従事者になるのは不安

講師自身が勉強するために企画講師自身が勉強するために企画

メール，紹介状の書き方メール，紹介状の書き方

接遇（挨拶，電話対応，名刺作成・交換）接遇（挨拶，電話対応，名刺作成・交換）

論理的な話し方論理的な話し方

プレゼンテーションプレゼンテーション
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これまでの実績これまでの実績（在籍者数）（在籍者数）

20(7)20(7)3(3)3(3)334410(4)10(4)第第66期（期（20072007年度）年度）

707044131319193434累計累計

20(4)20(4)3(1)3(1)555(2)5(2)7(1)7(1)第第55期（期（20062006年度）年度）

10(1)10(1)225(1)5(1)33第第44期（期（20052005年度）年度）

15(5)15(5)557(4)7(4)3(1)3(1)第第33期（期（20042004年度）年度）

14(2)14(2)559(2)9(2)第第22期（期（20032003年度）年度）

10101010第第11期（期（20022002年度）年度）

合計合計看護学生看護学生薬学生薬学生歯学生歯学生医学生医学生

※※（（ ）内は継続生数）内は継続生数
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EBMEBM--TokyoTokyo
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EBMEBM--TokyoTokyo
正しい正しいEBMEBMの普及と，各自のスキルアップの普及と，各自のスキルアップ

を目的にを目的に20022002年年33月に発足月に発足

活動内容活動内容

年年22回のワークショップの企画・運営回のワークショップの企画・運営

ワークショップでのチューター，レクチャーワークショップでのチューター，レクチャー

各種勉強会へのチューター派遣各種勉強会へのチューター派遣

メンバーは，メンバーは，現役の医療職やその周辺業種，現役の医療職やその周辺業種，

学生のボランティア学生のボランティア
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ワークショップワークショップ

年年22回回開催開催

初学者コース初学者コースとと中級者コース中級者コースを設置を設置

初学者：論文の批判的吟味の方法を学習初学者：論文の批判的吟味の方法を学習

中級者：論文にとらわれず中級者：論文にとらわれず11つのテーマについて深く学つのテーマについて深く学

習習

88～～1010人の人のスモールグループ（スモールグループ（SGDSGD）形式）形式

各グループに各グループにチューターがチューターが22名名ついてディスカッついてディスカッ

ションをサポートションをサポート

終了後に終了後に共に学習する仲間が見つかる共に学習する仲間が見つかる
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はじめてシートはじめてシート
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草の根草の根EBMEBM普及活動における課題普及活動における課題

仲間仲間が必要が必要

論文は数人で読んだ方が得るものが多い論文は数人で読んだ方が得るものが多い

ワークショップも一人ではできないワークショップも一人ではできない

時間時間の確保が必要の確保が必要

継続するには高い継続するには高いモチベーションモチベーションが必要が必要

報酬の問題報酬の問題

旬な話題を的確に捉える旬な話題を的確に捉えるセンスセンスが必要が必要
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第第77期期 pESpES生募集生募集

毎年毎年1212月に月にEBM SeminarEBM Seminarを開催し，そこにを開催し，そこに

参加した学生のうち，参加した学生のうち，11年間の継続学習を希年間の継続学習を希

望する者を募集望する者を募集

今年は今年は1212月月22日日((日日))，東京医科歯科大学にて，東京医科歯科大学にて

参加希望の学生は参加希望の学生はThe SPELLThe SPELLより申込みをより申込みを

The SPELL http://spell.umin.jp
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第第1212回回 EBM workshopEBM workshop参加者募集参加者募集

心心肺蘇生時にマウスツーマウスは必要かを肺蘇生時にマウスツーマウスは必要かを

テーマとした英語の原著論文テーマとした英語の原著論文（（NEJM NEJM 
2000;342:15462000;342:1546，，SOSSOS--KANTOKANTO））を用いて，を用いて，

SGDSGD形式で形式でディスカッションディスカッション

1111月月1818日（日），東京医科歯科大学にて日（日），東京医科歯科大学にて

参加希望の方は参加希望の方はEBMEBM--Tokyo HPTokyo HPより申込みより申込み

EBM-Tokyo HP http://ebm.umin.ne.jp
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました


